


〔初日〕 
時      間 内                      容 
１２：３０～１２：５０ 開会 

 主催者 

 来賓挨拶  福島県社会福祉協議会   会長  山 田 広 助 
１２：５０～１４：２０ 
（９０分） 

基調ディスカッション／「逆デイサービス」とは何か。その意味を考える 
★パネラー 
 特養・せんだんの杜（宮城県） 高齢福祉部長  小野寺 道 子

 宅老所やまがた・あべさん家（山形県） 代表  阿 部 昭 典

 特養・老健・医療施設ユニットケア研究会代表  武 田 和 典

★コーディネーター 
 東北福祉大学 総合福祉学部      教授  高 橋 誠 一

１４：２０～１４：４０ 休憩 
１４：４０～１７：１０ 
（１５０分） 

 

セッション１／逆デイの実践から気づかされたこと 
★実践報告者 
 特養・同和園（京都府）        副園長  橋 本 武 也

 特養・白滝荘（山口県）      介護主任  杉 野 富美枝

  特養・せんだんの杜ものう（宮城県） 

住居介護課 6丁目担当  芳 賀 和 博

★サポーター 
 釧路地区障害老人を支える会（北海道） 代表  岩 渕 雅 子

 千葉県健康福祉部健康福祉政策課政策室 室長  野 村 隆 司

★コーディネーター 
 県立高知女子大学          助教授  玉 里 恵美子

１９：００～２１：００ 懇親会 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



〔２日目〕 
９：３０～１２：００ 
（１５０分） 

セッション２／逆デイの多様な展開から見えてきたこと 
◆パネラー 
 特養・宮城県和風園（宮城県） ケアワーカー  上 田 紀晴子

特養・せんだんの杜（宮城県）住宅介護課課長  亀卦川 龍一 

 知的・かりがね学園（長野県）  生活支援員  竹 内 洋 一

◆サポーター 
 宮城県保健福祉部障害福祉課      課長  黒 田 秀 郎

 全国社会福祉協議会・ 

        中央福祉人材センター  参事  諏 訪   徹

◆コーディネーター 
大阪府立大学社会福祉学部      専任講師  藤 井 博 志

１２：００～１３：００ 昼食 
１３：００～１４：５０ 
（１１０分） 

 
 

総括ディスカッション／逆デイサービスの今後の展開を考える 
～逆デイの先に見える「地域生活支援」のあり方を考える～ 

◆報告者 
きなっせ（熊本県）代表 

／宅老所・ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ全国ﾈｯﾄﾜｰｸ   代表世話人  川 原 秀 夫

老健・グリーンケアハイツ（福島県） 管理部次長  稲 本 恵 子

厚生労働省老健局計画課         課長  石 井 信 芳

福島県保健福祉部参事（兼） 

高齢保健福祉グループ参事  小 泉 修 一

◆コーディネーター 
季刊・痴呆性老人研究         編集長  泉 田 照 雄

１４：５０～１５：００ 閉会 
 
 

≪申込みに関する問合せ≫ 

   〒983-0852  仙台市宮城野区榴岡 4－6－1 東武仙台第１ビル６階 
    ＪＴＢ団体旅行東北支店 営業三課  担当：阿部友香里・堀越 
    TEL:022-296-3362 FAX:022-296-3327 
≪内容に関する問合せ≫ 

特養・老健・医療施設ユニットケア研究会 
 事務局：全国コミュニティライフサポートセンター 
    〒981-0954 宮城県仙台市青葉区川平 5-3-18-207 
    TEL:022-719-9249 FAX:022-719-9251  




